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病院理念
 みなさんと心をひとつに、互いに尊敬と感謝の気持ちを共有し、笑顔の医療を提供します。

・常に、質の高い医療を安全・確実に提供します。

・生命、人としての尊厳を敬い、心のかよう医療を提供します。

・人材の育成に努め、働く喜びを共有できる環境づくりを進めます。

ご自由にお持ち帰りください
２０１４冬

№２
広 報 誌

～広域紋別病院だより～

ＤＭＡＴ研修の様子



Ｑ２　企業長は、医師でもありますが、これま
　で勤務されてきた病院等で、思い出に残って
　いることなどがあれば、教えてください。

　広報誌第２号は、病院事業管理者である千賀孝治企業
長にインタビューし、地域医療や広域紋別病院に対する
思いを語っていただきました。

Ｑ１　企業長は当企業団に来られ、約２年が経
　過しようとしています。この２年間を振り返
　られ、どのような思いがありますか。

企 業 長 千 賀 孝 治

Ａ１

○  北海道からの移管を受け、西紋地域の病院

　として広域紋別病院が誕生しましたが、西紋

　５市町村長さんや、関係者の方々のご意見を

　伺いますと、この病院に対する期待や要望が

　非常に大きいことがわかり、改めて、地域に

　とってかけがえのない病院であると思ってお

　ります。

○　また、医師の地域偏在により、当院でも､

　医師が充足されていない診療科もありますが､

　札幌医大・旭川医大医局からの応援や､他の

　病院の協力も得て医師を派遣していただき、

　「総合病院」としての機能は維持されている

　と思いますが、更なる充実に努めたいと考え

　ています。

○　医師の確保問題は、簡単に解決できること

　ではありませんが、企業団としても、あらゆ

　る方面から全力で取り組んでおります。

○　また、平成１６年から医師の新たな臨床研

　修制度が開始されましたが、臨床研修病院に

　参加するため、空知地区から私どもの病院を

　含め９病院が手を挙げました。一般的な疾病

　に接する機会の多い「救急」に力点を置いた

　研修プログラムを作成したのが決め手となっ

　たのか、空知地区から唯一研修医１人の採用

　が決まりました。この事は、全職員の励みと

　なり、やれば出来るという自信にもつながり､

　今でも、うれしい思い出となっています。

Ｑ３　平成２７年度には、新病院が開院する予
　定となっていますが、改めて、広域紋別病院
　は、地域にとってどのような存在であるべ
　きと考えていますか。

Ａ３

○　国では、昨年８月に示された「社会保障制

　度改革国民会議」の報告書を踏まえ、医療制

　度改革を進めておりますが、急速な少子高齢

　化の進行を見据え、今後は、これまでの「医

　療完結型」から医療・介護・生活支援が一体

　となった「地域包括ケア（地域完結型）」を

　目指す方向にあります。

○　現在、医療法の改正に向けた動きがありま

　すが、一般病床を高度急性期・急性期・回復

　期・慢性期の４類型に病床機能を分化して､

　医療機関が各病床機能を自主的に選択し都道

　府県に報告し、そのデータを基に、都道府県

　は、圏域毎の地域医療ビジョンを策定するこ

　とが検討されております。

　当院においても、これら国の動きを注視し、

　地域センター病院として二次医療・二次救急

　の機能を維持していくほか、現在、建設中で

　ある新病院の機能にも活かしつつ、地域の開

　業医の先生方との連携に努めていきたいと考

　えております。

Ａ２
○　私が、市立三笠総合病院に院長として勤務

　していた時ですが、平成１３年に、国土交通

　省の光ファイバーを活用した広域医療情報ネ

　ットワークの実証実験（画像転送）事業が実

　施され、札幌医大との遠隔医療に参画いたし

　ました。現在、新病院においても、電子カル

　テを中心とした医療のＩＴ化を進めておりま

  すが、この時の経験を活かせるものと考えて

  おります。



小児科からのお知らせ
現在小児科は、都合により医師２名体制で診療を行ってい

ます。
　そのため、水曜日午後の一般外来を休診としています。

また、外来の待ち時間などは通常より大変お待たせしてい
る状態となっています。

皆様には大変なご迷惑をおかけいたしますが、受診の際は
その旨ご理解の上、ご協力よろしくお願いいたします。

小児科では現在医師三名体制で診療を行って

おり、通常診療として、感染症一般、アレル

ギー、予防接種、1ヶ月検診を主に行っていま

す。その他に専門診療として、旭川医科大学小

児科より内分泌、血液、神経、心臓の専門医を

派遣していただき、各種専門外来を行ってお

り、旭川医科大学と連携して診察しています。

お子さんの病気について疑問などありました

ら、小児外来にお問い合わせください。

小児医療センター長 須 貝 理 香

日々の診療をとおして、子供たちの回復力に

は、毎日驚かされています。ほんの少しでも、患

者さんが元気になるお手伝いができればと思って

日々の診療を行っています。



◎緊急検査

24時間体制で、診療上特に重要な検査を行い、

救急医療の一端を担っています。

◎採血業務

平日の午前中、内科外来にて採血をしておりま

す。

【生化学検査】血液中の液体成分（血清）に含

まれる血糖やタンパク質、酵素、ミネラル、脂

質などを調べます。肝機能や腎機能、糖尿病な

どのさまざまな病気の状態がわかる検査を行っ

ています。

《臨床検査係について》

臨床検査係は臨床検査技師５名で構成されて

います。

臨床検査とは、患者さんの病気の状態を調べ

たり、病気の早期発見、治療方法の判断や治療

効果の判定のために行う検査です。

臨床検査は検体検査と生理機能検査の二種類

に分けられています。

検体検査は患者さんから採取した検体（血

液、尿、便など）をもとに検査します。

生理機能検査は患者さんの身体を直接検査し

ます。

【免疫血清検査】腫瘍マーカーと呼ばれている、

腫瘍から産生される物質や、甲状腺ホルモン、肝

炎ウィルスなどの検査を行っています。また、イ

ンフルエンザやマイコプラズマの検査も行ってい

ます。

【輸血検査】血液型検査や輸血が必要になったと

きに行う事前検査(交差適合検査)を行っていま

す。

血液製剤や自己血の保管、管理も行っています。

◎生理機能検査

さまざまな測定機器を使用して、心電図、肺機

能、脳波検査、血圧脈波検査（ABI）、心臓超音波

検査などを行っています。身体から発生する電気

信号などを記録したり、超音波を用いて血管や臓

器の状態を画像にして身体情報を提供します。

◎検体検査

検体検査は検査内容によってさらに分けら

れ、当院では一般検査、血液検査、生化学検

査、免疫血清検査、輸血検査を行っておりま

す。ここで簡単にどのような検査を行っている

か紹介いたします。

【一般検査】尿中に含まれる蛋白や糖、細胞な

どを調べ、腎臓機能を検査します。また、糞便

を用いて下部消化管の出血の有無や寄生虫卵の

検査を行っています。

【血液検査】血液中の白血球、赤血球、ヘモグ

ロビンの量などを調べ、貧血や血液疾患等の検

査を行っています。



『ナースこばなし』　その２

【 透 析 に つ い て 】

「透析って何だろう？」

　透析という言葉を聞いたことがあるでしょう

か？「透析」とは、働きが低下した腎臓の代わ

りに、老廃物（身体にとって不要な物）や余分

な水分を身体の中から取り除く治療方法のこと

をいいます。

　人工腎臓を通して血液中の老廃物や水分を取

り除きます。

　健康な腎臓は２４時間働いていますが、治療

として行う透析は週に３回、１回に３～４時間

となります。いくら腎臓の働きを人工的に補う

といっても限度があります。

　その為、患者様には日々の食生活や体重調整

などの自己管理がとても重要になります。

　私たち看護スタッフは透析治療が安全に続け

ていけるよう日々の生活もサポートさせていた

だいています。

「ご存じでしたか？」

当院の透析室には１０台の透析機器と感染症

などに対応するため個室に１台の計１１台の透

析機器があります。

医師の指示により患者様は、月水金（午前・

午後）、火木土（午前・午後）のスケジュール

で透析を受けています。

及川院長をはじめとする外科医師と本年度１

０月から常勤医となった循環器医師に加え、旭

川市内の透析医のサポートがある中で患者さん

の治療にあたっております。

透析室の様子

　外来でカルテを見ながら「ブツブツ」言って
いる看護師を目にされたことはありませんか？
　グチをこぼしている？いえいえ。実は医師か
らの指示を口に出して確認しているのです。
　「何度も生年月日や名前を聞かれるのはなぜ
だろう？」と思われた方はいらっしゃいません
か？
　『ご本人様確認』のためご協力いただき、あ
りがとうございます。
　患者さんに安心して治療や検査を受けていた
だけるよう職員一同努めてまいります。

透析機器の調整



Ｑ.
60歳代の女性です。
　眼科で軽い白内障と言われましたが、普通免
許は更新できました。
　しかし運転中に明るい所や、ライトがギラギ
ラとまぶしく見えづらさがあります。
　どうしたら良いでしょう？

Ａ.
　白内障は年齢とともに増え70歳代で約８割、

80歳代ではほとんどの方に認められる病気で
す。
主な症状は視力の低下(かすみ･ぼやけ)ですが、
その他にも物が二重に見えたり、今回のご質問
のように羞(しゅう)明(めい)感(かん)（まぶし
さで見えづらくなる）といった症状が現れる場
合があります。
　白内障は軽度であれば視力に問題ないことが
多く、車の免許更新は可能です。
　しかし、羞明感は白内障の程度が強くなくて
もあらわれることがありますので、まぶしさの
ため見えづらくなり車の運転に支障をきたす場
合が出てきます。
　白内障のある方は交通事故率が高いというこ
とが知られていますので、このような症状をお
持ちの場合は、眼科を受診していただき、治療
が必要な白内障かどうか医師にご相談くださ
い。
白内障治療の一つに手術治療がありますが、残
念ながら当院では行っていないため、手術の必
要な方には他院を紹介させていただき、紹介先
での治療となります。
　そのため、すぐに手術を受けていただくこと
はできません。
特に西紋別地域では多くの方が自家用車をご使
用されていますので、同様の症状のお持ちの方
は早めに当眼科を受診していただき、免許更新
までに少しゆとりを持って準備されることをお
すすめいたします。

【白内障について眼科の先生にお聞きし

ました。】



1人分155kcal　　塩分1.3g　　ﾋﾞﾀﾐﾝC　27㎎

参考：栄養と料理　2012　1月

《作り方》

1． れんこんは皮をむいて酢水(材料外)に3分さ

　らす。水気を切ってすりおろし、白玉粉を加

　えてよく練る。12等分して丸め、それぞれ中

　央を軽く押し、くぼませる。

2 ． なべにだしを煮立て、１を入れる。

　再び煮立ったらふたをして約3分煮立てる。

　ねぎを加えてさっと煮、みそをとき入れる。

　煮立ったら火を消し、碗に盛ってしょうがを

　のせる。

○現在の新病院建設工事の様子
１月現在、クローラクレーンと呼ばれる大型のクレーン等を使用し、防寒養生用の上屋を組

み立て、基礎・地下免震層の基礎コンクリート工事が進められております。
  ２月には、いよいよ免震装置を設置し、その後、１階の床工事に取りかかります。

なお、工事の進ちょく状況や現場写真等については、随時、広域紋別病院ホームページにて
公表しておりますので、どうぞご覧下さい。

基礎工事が進められております 防寒養生用の上屋を組立中です

れんこん【蓮根】

　独特の食感を持つれんこんの旬は、秋から冬

にかけてです。

お正月やお祝いの席でよく使われるれんこんで

すが、穴が空いていることから遠くが見え「見

通しがきく」として縁起物とされています。

　れんこんは便秘改善に効果的な食物繊維と、

高血圧予防に良いとされるカリウムを含んでい

ます。また、胃腸の粘膜を強くする作用がある

「ムチン」や、炎症を抑える働きのある「タン

ニン」もれんこんには多く含まれています。年

末年始でお疲れ気味の胃腸にやさしい食材で

す。

れんこん団子のしょうが味噌汁

材料/2人分 

れんこん  100g 

白玉粉   約50g 

だし    1と3/4カップ 

ねぎ(小口切り) 1/2本(50g) 

みそ    大さじ1 

しょうがすりおろし  1かけ分 

れんこんでエネルギーとビタミンCを 

補給できる!! 

れんこんをすりおろすため消化しやすい。 



「広域紋別病院企業団章が決定」

「院内ＢＬＳ研修会」を開催しました。

去る12月に医師2名、看護職2名、事務職1名が神戸市で開
催されたＤＭＡＴ研修(実地訓練等)を受講し、ＤＭＡＴ
チームが編成されました。二次救急病院として徐々にでは
ありますがソフト面も充実した病院となってきています。

　  お陰様で、広報誌も第２号を無事発行することができま
  した。
　  前号の反省を踏まえつつ、作成したつもりですが、なか
  なか思うようにはいかないものです。
　  これから３ヶ月に１度の割合で発行する予定ですが、回
  を重ねるごとに、より良い誌面となるよう職員一同努力し
  て参りますので、これからもよろしくお願いいたします。

 編集 : 広域紋別病院広報委員会
 発行 : 広域紋別病院
        〒094-8709
        紋別市緑町5丁目6番8号
        TEL･FAX 0158-24-3111
 URL：http://www.mombetsu-
                       hospital.jp/

広域紋別病院に勤務する医師・看護師の他に、医療技術ス
タッフ、事務職などの職員が、一次救命措置について実技
を伴う研修を行いました。参加者全員が心肺停止時の蘇生
実技に真剣に取り組んでいました。
また、この研修を受け、医療スタッフ以外の職員も改めて
初期段階での一次救命により、助かる命の割合が高くなる
ことを痛感しました。

３) 「当院にもＤＭＡＴチーム」が誕生しました。

BLSとは、Basic Life Support（一次救命処置）の
略称です。一次救命処置とは 、急に倒れたり、窒
息を起こした人に対して、その場に居合わせた人
が、救急隊や医師に引継ぐまでの間に行う応急手当
のことです。

１)

広域紋別病院企業団では企業団章を公募していました

が、去る平成25年10月17日に開催した選定委員会において

多数の応募作品の中から最優秀作品として 中島 沙貴

さん（紋別市在住・女性）の作品が選ばれました。

5市町村の頭文字Ｍ(紋別)、Ｔ(滝上)、Ｏ(興部)、Ｏ(雄

武)、Ｎ(西興部)をモチーフに枠を描きました。市町村が

一体となって、人と人が支え合い、一つになっている様子

を表現しています。また、地域の特徴である空と海の色か

ら濃い水色を使用しました。

また、優秀作品には、平石 透さんと 森田 悟さん

（共に紋別市在住・男性）の作品が選ばれました。

　　多数の応募、ありがとうございました。

企 業 団 章 採 用 作 品

２)

編集後記 

【デザインの趣旨】 


